幼児における数概念と数字の読みの因果関係 by 古池, 若葉 & KOIKE, Wakaba
─ 87 ─
幼児における数概念と数字の読みの因果関係































を数の大小によってさらに区分した（ 1 － 4 ，
5 －10，11以上）上で，数概念と数字の読みと























調査参加児： 3 歳児13名（男児 8 名，女児 5
名，平均 3 ：10，レンジ 3 ： 4 － 4 ： 1 ）， 4
歳児20名（男児 9 名，女児11名，平均 4 ：10，
レンジ 4 ： 4 － 5 ： 4 ），5 歳児20名（男児12名，












らった。提示した数字は，提示順に 1 ， 2 ， 3 ，




















「 4 つの積木」は， 4 つの積木に指をあてて
数えるよう求め，「丸10（13）」は，10個（13個）
の丸に指をあてて数えるよう求めて，それぞれ
その成否を 0 または 1 点に得点化した（ 1 対 1
対応の原理の獲得の指標とする）。「数選び」は，
求められた数（ 3 ， 4 ， 6 ， 8 ）の積木をコッ
プに入れる計 4 試行の各試行を 0 または 1 点に
得点化し，「 3 ，4 」（ 4 までの数），「 6 ，8 」（ 4
より大きい数）の 2 試行ずつに分けて，各平均
値を示した（基数性の獲得の指標とする）。また，
「数字の読み」は， 1 － 4 の数字（ 4 個）， 5 －
10の数字（ 6 個），11以上の数字（ 4 個）に分
けて，正しく読まれた数字の平均数を示した。
以上のように，「数選び」と「数字の読み」の
両課題は，それぞれで用いられた数を「 1 － 4









「 4 つの積木」「丸10（13）」については， 3
歳児では，「 4 つの積木」「丸10」の通過率が 7
－ 8 割だが，「丸13」の通過率は 4 割弱であった。
他方， 4 ， 5 歳児は， 3 つの課題とも 8 割以上
の通過率であった。したがって， 4 歳以降に，






群間に有意差があった（数選び（ 3 ，4 ）：F（ 2 ，
48）=11. 24，p<.01；数選び（ 6 ， 8 ）：F（ 2 ，
46）=6. 08，p<.01；数字の読み 1 － 4 ：F（ 2 ，
50）=6. 57，p<.01；数字の読み 5 －10：F（ 2 ，
50）=7. 52，p<.01；数字の読み11以上：F（ 2 ，
50）=15. 89，p<.01）。多重比較の結果，すべて
Table 1 　数概念課題と数字の読み課題の結果
　 数概念課題　（％） （平均正答数） 数字の読み課題（平均数読字数）
積木 4 丸10 丸13 数選び（ 3 ，4 ） 数選び（ 6 ，8 ） 数字 1 － 4 数字 5 －10 数字11以上
3 歳児 76. 9 69. 2 38. 5 1. 00（.85） . 70（.95） 2. 38（1. 85） 2. 92（2. 66） 1. 08（1. 61）
4 歳児 90. 0 85. 0 80. 0 1. 68（.67） 1. 16（.96） 3. 25（1. 41） 4. 60（2. 21） 1. 65（1. 50）
5 歳児 100. 0 100. 0 100. 0 2. 00（.00） 1. 75（.55） 4. 00（ . 00） 5. 70（1. 13） 3. 50（ . 89）
注．括弧内の数値は標準偏差。
─ 89 ─
発 達 教 育 学 部 紀 要
の区分において 3 歳児と 5 歳児の間に有意差が，
また，数選び課題の「 3 ， 4 」では 3 歳児と 4
歳児の間に，数字の読み課題の「11以上」では
4 歳児と 5 歳児の間に，それぞれ有意差が見ら
れた。 4 以下の小さい数に対する基数性原理の
適用は， 3 歳から 4 歳にかけて進展し，10を超
える数字の読みは， 4 歳から 5 歳にかけて進展
することがうかがえる。
2 ．数概念課題と数字の読み課題の相関分析





字数の「 1 － 4 」および「 5 －10」でやや強い
相関（r=.59，r=.42）があった。「丸10」と数
読字数との間には，「 1 － 4 」で弱い相関
（r=.37）が，また，「丸13」と数読字数との間
には，「 5 －10」で弱い相関（r=.30）があった。
以上より， 1 対 1 対応の原理獲得の指標とした




「数選び（ 3 ， 4 ）」と数読字数との間には，
「 5 －10」で強い相関（r=.74）が，「 1 － 4 」
および「11以上」でやや強い相関（r=.60，
r=.47）があった。「数選び（ 6 ， 8 ）」と数読
字数との間には，「11以上」でやや強い相関が
（r=.49），「 1 － 4 」および「 5 －10」で弱い相
関（r=.32，r=.35）があった。以上より，「数




ることが示唆された。他方，「数選び（ 3 ，4 ）」









① 　 ② 　 ③ 　 ④ 　 ⑤ 　 ⑥ 　 ⑦ 　 ⑧ 　
①積木 4 .66 *** .39 ** .32 * .06 .59 *** .42 ** .17
②丸10 .61 *** .20 .13 .37 * .26 † .11
③丸13 .31 * .11 .28 † .30 * .11
④数選び（ 3 ， 4 ） .49 *** .60 *** .74 *** .47 **
⑤数選び（ 6 ， 8 ） .32 * .35 * .49 ***
⑥ 1 － 4 の数読字数 .81 *** .42 **
⑦ 5 －10の数読字数 .64 ***
⑧11以上の数読字数 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
***p<.001,　　**p<.01,　　* p<.05,　　† p<.10 
Table 3 　各課題の平均値と標準偏差
積木 4 丸10 丸13 数選び課題 数字の読み課題
3 ， 4 6 ， 8 数字 1 － 4 数字 5 －10 数字11以上
N 53 53 53 51 49 53 53 53
平均値 .91 .87 .77 1. 65 1. 31 3. 32 4. 60 2. 21
SD .30 .34 .42 . 69 . 90 1. 38 2. 25 1. 67
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数字の読み課題である「数字 1 － 4 」「数字
5 －10」「数字11以上」を従属変数とし，それ
ぞれについて，数概念課題の「積木 4 」「丸10」
「丸13」「数選び（ 3 ， 4 ）」「数選び（ 6 ， 8 ）」
を独立変数とする，ステップワイズ法による重
回帰分析を行った。その結果，それぞれの従属
変数について，Figure 1 ～Figure 3 のモデル
が採択された。数字 1 － 4 の数読字数に対して
は，数選び（ 3 ， 4 ）と積木 4 が，それぞれや
や強い影響を与えていた。数字 5 －10の数読字
数に対しても，数選び（ 3 ， 4 ）が強い影響を
与えていたが，積木 4 の影響は小さかった。他
方，数字11以上の数読字数に対しては，同様に
数選び（ 3 ， 4 ）が中程度の影響を与えていた
が，積木 4 の影響はみられず，数選び（ 6 ，8 ）
が中程度の影響を与えていた。
以上の結果から， 1 対 1 対応の原理・基数性
が数字の読みに与える影響の様相は，子どもた
































Figure 1 　 1 － 4 の数読字数を従属変数とするステッ
プワイズ重回帰分析















本研究において，数字 1 － 4 ，および数字 5 －
10の数読字数に， 1 対 1 対応の原理の獲得の指
標である「積木 4 」が正の影響を与え，影響の
大きさが数字 1 － 4 の数読字数でより大きかっ




（ 3 ， 4 ）」もまた，数字 1 － 4 ，および数字 5
－10の数読字数に正の影響を与えており，その
影響の強さは，いずれの大きさの数字において
も，「積木 4 」よりも大きく，特に数字 5 －10
の数読字数に大きな影響を与えていた。このこ





数読字数に対して，「数選び（ 3 ， 4 ）」のみな






な数の数字を読むためには， 1 対 1 対応だけで
はなく，基数性の理解が必要であることが示唆
された。しかしながら，本研究における因果関
係の分析は， 3 － 5 歳児のデータを年齢群に分
けずに行った重回帰分析に基づいており，年齢
群別に分析を行うことで，その年齢群に特徴的
な数概念と数字の読みの関連の様相が現れる可
能性も考えられる。本研究ではデータ数が十分
でないことから，年齢群に分けた分析は行わな
かったが，今後さらにデータを増やして，年齢
群別の様相についても検討することが課題であ
る。また，今回は数概念が数字の読みに影響を
与えるという因果モデルを想定したが，両者は
相互に影響し合う可能性も考えられる。今後は，
因果関係の方向性についても視野に入れて検討
する必要があるだろう。
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